
内
閣
衆
質
一
六
〇
第
三
〇
号

平
成
十
六
年
八
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
加
藤
�
一
君
提
出
年
金
以
外
の
社
会
保
険
料
の
保
険
給
付
以
外
の
使
用
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
八
月
十
日
受
領

答

弁

第

三

〇

号



衆
議
院
議
員
加
藤
�
一
君
提
出
年
金
以
外
の
社
会
保
険
料
の
保
険
給
付
以
外
の
使
用
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
及
び
二
の
�
に
つ
い
て

政
府
管
掌
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
百
五
十
五
条
に
基
づ
き
、
健
康
保

険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
保
険
料
を
徴
収
し
て
い
る
。
健
康
保
険
事
業
と
は
同
法
に
基
づ
く
事
業
運
営
全
般
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
は
、
同
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
保
険
給
付
の
費
用
の
ほ
か
、

同
法
第
百
五
十
条
に
規
定
す
る
被
保
険
者
等
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
必
要
な
事
業
（
以
下
「
保
健
事
業
」
と
い
う
。
）

及
び
被
保
険
者
等
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
必
要
な
事
業
（
以
下
「
福
祉
事
業
」
と
い
う
。
）
の
費
用
並
び
に
健
康
保
険
事

業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
が
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
十
九
年
法
律
第
十
号
）

第
三
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て
も
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
保
健
事
業
及
び
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
並
び
に

健
康
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
に
も
支
出
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
雇
用
保
険
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
労
災
保
険
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
以
下
「
労
災
保
険
」
と
い
う
。
）

一



に
お
い
て
は
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
条
第
一
項
に
基

づ
き
、
労
働
保
険
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
よ
り
、
労
災
保
険
及
び
雇
用
保
険
を
総
称
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
）
の
事

業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
保
険
料
を
徴
収
し
て
い
る
。
雇
用
保
険
は
、
雇
用
保
険
法
第
三
条
に
基
づ
き
、
同
法
第
一

条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
失
業
等
給
付
を
行
う
ほ
か
、
雇
用
安
定
事
業
、
能
力
開
発
事
業
及
び
雇
用
福
祉
事
業
（
以
下

「
雇
用
安
定
事
業
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
労
働
保
険
の
事
業
に
要
す
る
費
用
に
は
、

雇
用
安
定
事
業
等
に
要
す
る
費
用
及
び
同
法
に
よ
る
雇
用
保
険
の
事
業
（
以
下
「
雇
用
保
険
事
業
」
と
い
う
。
）
の
事
務
の

執
行
に
要
す
る
費
用
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
労
災
保
険
も
、
労
災
保
険
法
第
二
条
の
二
に
基
づ
き
、
労
災
保
険
法
第
一

条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
労
災
保
険
法
に
規
定
す
る
保
険
給
付
を
行
う
ほ
か
、
労
働
福
祉
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
労
働
保
険
の
事
業
に
要
す
る
費
用
に
は
、
労
働
福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用
及
び
労
災
保
険
法
に
よ
る

労
災
保
険
の
事
業
（
以
下
「
労
災
保
険
事
業
」
と
い
う
。
）
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
労
働
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
十
八
号
）
第
五
条
第
二
項
第
一
号
、
同
項
第
八
号
及
び
第
六
条
等
に

お
い
て
も
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
う
ち
雇
用
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
徴
収
す
る
保
険
料
（
以
下
「
雇

用
保
険
料
」
と
い
う
。
）
は
、
雇
用
安
定
事
業
費
、
能
力
開
発
事
業
費
及
び
雇
用
福
祉
事
業
費
並
び
に
雇
用
保
険
事
業
の
業

二



務
取
扱
費
に
支
出
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
同
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
等
、
同
項
第
七
号
及
び
第
六
条
等
に
お
い

て
も
、
労
働
保
険
の
保
険
料
の
う
ち
労
災
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
徴
収
す
る
保
険
料
（
以
下
「
労
災
保

険
料
」
と
い
う
。
）
は
、
労
働
福
祉
事
業
費
及
び
労
災
保
険
事
業
の
業
務
取
扱
費
に
支
出
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ

て
い
る
。

右
に
述
べ
た
規
定
に
基
づ
き
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
保
険
料
、
雇
用
保
険
料
及
び
労
災
保
険
料
を
そ
れ
ぞ
れ
保
健
事
業
、

福
祉
事
業
、
雇
用
安
定
事
業
等
及
び
労
働
福
祉
事
業
と
し
て
御
指
摘
の
保
養
施
設
の
建
設
費
等
に
充
て
て
お
り
、
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
料
を
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
と
し
て
御
指
摘
の
職
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施
設
の
建
設
費
等
に
充
て
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
保
険
料
の
支
出
に
当
た
っ
て
は
、
各
制
度
の
目
的
及
び
こ
れ
ら
の
保
険
料
が
国
民
及
び
事

業
主
等
に
よ
り
負
担
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
十
分
に
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
に
お
い
て
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
八
十
七
条
及
び
厚

生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
八
十
一
条
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
事
業
及
び
厚
生
年
金
保
険
事
業

（
以
下
「
年
金
事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
保
険
料
を
徴
収
し
て
い
る
。
年
金
事
業
に
要
す
る
費
用

三



と
は
、
国
民
年
金
法
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
事
業
運
営
全
般
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
年
金
事
業
に
要
す
る
費

用
に
は
、
国
民
年
金
法
第
十
五
条
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
年
金
給
付
の
ほ
か
、
国
民
年
金
法
第
七

十
四
条
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
第
七
十
九
条
に
規
定
す
る
被
保
険
者
等
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
必
要
な
施
設
を
す
る
た

め
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
年
金
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
七
項
及
び
厚

生
保
険
特
別
会
計
法
附
則
第
十
八
条
の
六
の
二
並
び
に
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
財
政
運
営
の
た
め
の
公
債
の
発
行
の
特
例

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
に
基
づ
き
、
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す

る
費
用
に
国
民
年
金
保
険
料
及
び
厚
生
年
金
保
険
料
（
以
下
「
年
金
保
険
料
」
と
い
う
。
）
を
充
て
る
特
例
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

お
尋
ね
の
社
会
保
険
庁
長
官
の
交
際
費
や
非
常
勤
職
員
の
社
会
保
険
料
負
担
等
は
、
右
に
述
べ
た
年
金
事
業
の
事
務
の
執

行
に
要
す
る
費
用
又
は
被
保
険
者
等
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を
す
る
た
め
の
費
用
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
年
金
保
険
料
が
そ
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
十
七
年
度
以
降
の
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
の
過
程
に
お
い
て
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

四



健
康
保
険
等
の
社
会
保
険
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
財
源
は
、
各
制
度
の
目
的
、
機
能
及
び
仕
組
み
等
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

健
康
保
険
等
の
社
会
保
険
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
目
的
等
を
踏
ま

え
て
措
置
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
特
に
、
平
成
十
七
年
度
以
降
の
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
の
過
程
で
十
分
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五


